
４
月
12
日
、
埼
玉
県
大
宮

市
の
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

会
議
室
で
開
か
れ
た
Ｎ
Ｗ

総
会
に
お
い
て
審
議
の
結

果
、
法
人
認
証
を
申
請
す

る
議
案
が
満
場
一
致
で
承

認
さ
れ
た
。
３
年
越
し
の

懸
案
が
よ
う
や
く
日
の
目

を
見
た
わ
け
で
あ
る
。

承
認
を
受
け
た
10
日
後
の

22
日
、
椎
名
、
大
橋
、
高

橋(

喬)

の
３
名
が
所
管
庁

の
東
京
都
生
活
文
化
局
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
係
の
担
当
者
２

氏
を
訪
ね
、
10
点
を
越
え

る
申
請
書
類
を
提
出
し
て

チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
た
結
果
、

２
〜
３
の
訂
正
個
所
を
指

摘
さ
れ
、
30
日
再
度
申
請

し
、
即
日
受
理
し
て
い
た

だ
い
た
。

こ
れ
は
５
月
か
ら
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
が
一
部
改
正
さ
れ
る

た
め
の
計
ら
い
で
、
椎
名
、

大
橋
、
若
松
の
３
氏
と
も

ど
も
あ
わ
た
だ
し
く
申
請

書
類
作
成
に
取
り
組
ん
だ

努
力
が
報
わ
れ
、
ほ
っ
と

し
て
い
る
。

４
月
中
に
受
理
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
申
請
書
類
が

３
ヶ
月
間
公
開
さ
れ
た
後
、

８
月
中
に
は
認
証
・
登
記
の

運
び
と
な
る
こ
と
が
ほ
ぼ
確

実
と
な
っ
た
。
ご
賛
同
い
た

だ
い
た
会
員
の
皆
さ
ん
と
、

Ｎ
Ｗ
を
今
日
ま
で
育
て
て
い

た
だ
い
た
関
係
団
体
に
感
謝

の
意
を
表
し
た
い
。

な
お
、
現
在
の
団
体
名
の

ま
ま
で
は
、
指
導
員
以
外
は

会
員
に
な
れ
な
い
こ
と
に
な
っ

て
法
の
精
神
上
か
ら
ふ
さ
わ

し
く
な
い
た
め
、
正
式
名
称

は
特
定
非
営
利
活
動
法
人

(

Ｎ
Ｐ
Ｏ)

設
立
総
会
に
て
決

定
し
た
「
特
定
非
営
利
活
動

法
人
尾
瀬
自
然
保
護
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
と
な
る
。

最
後
に
、
総
会
後
に
作
成

し
た
た
め
、
皆
さ
ん
に
審
議

い
た
だ
け
な
か
っ
た
「
特
定

非
営
利
活
動
法
人
尾
瀬
自
然

保
護
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

設
立

趣
意
書
」
の
全
文
を
掲
載
す

る
。
Ｎ
Ｗ
の
全
員
に
対
し
て
、

こ
の
趣
意
に
沿
っ
た
一
層
の

精
進
と
活
動
が
求
め
ら
れ
る

こ
と
に
な
る
と
思
う
。

(

高
橋 

喬)

設
立
趣
意
書

<

尾
瀬
の
現
状>

日
光
国
立
公
園
の
特
別
保

護
地
区
、
国
の
特
別
天
然
記

念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
尾

瀬
は
、
貴
重
な
自
然
の
宝
庫
、

日
本
の
自
然
保
護
発
祥
の
地

で
あ
り
、
学
術
的
価
値
は
も

と
よ
り
芸
術
・
教
育
・
保
健

等
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
多
く

の
人
々
か
ら
愛
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
尾
瀬
で
は
昨
今
、

そ
の
利
用
の
在
り
方
を
巡
っ

て
、
深
刻
な
問
題
が
顕
在
化

し
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
オ
ー

バ
ー
ユ
ー
ス(

過
剰
利
用)

を
根
元
と
す
る
自
然
破
壊
の

状
況
は
一
向
に
改
善
さ
れ
な

い
ば
か
り
か
、
自
然
保
護
を

標
榜
す
る
行
政
・
民
間
が
引

き
起
こ
し
た
問
題
さ
え
露
見

し
、
ま
す
ま
す
憂
慮
す
べ
き

事
態
を
招
い
て
い
る
。

21
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
も
、

旧
公
衆
ト
イ
レ
の
浄
化
槽
埋

設
問
題
、
長
蔵
小
屋
の
廃
棄

物
不
法
投
棄
事
件
、
携
帯
電

話
の
通
話
可
能
エ
リ
ア
の
特

別
保
護
地
区
へ
の
拡
大
問
題
、

ヘ
リ
ポ
ー
ト
建
設
計
画
な
ど

過
剰
利
用
や
観
光
地
型
利
用

を
前
提
と
し
た
開
発
に
伴
う

諸
問
題
が
噴
出
し
て
い
る
。

ま
た
、
尾
瀬
の
自
然
を
形
成

し
て
い
る
湿
原
や
沼
の
富
栄

養
化(

汚
濁
化)

は
一
向
に

改
善
さ
れ
ず
、
湿
原
、
お
花

畑
、
登
山
道
の
裸
地
化
対
策

も
後
手
に
回
っ
て
い
る
。

<

旧
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

取
り
組
み>

こ
う
し
た
事
態
を
深
く
憂

慮
し
た
わ
れ
わ
れ
は
、
平
成

９
年(

１
９
９
７
年)

３
月

に
尾
瀬
自
然
保
護
指
導
員
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
設
立
。
尾
瀬
を

訪
れ
る
市
民
へ
の
フ
ィ
ー
ル

ド
お
よ
び
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
内

に
お
け
る
自
然
解
説
、
ア
イ

ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
の
呼
び

か
け
、
荒
廃
が
著
し
い
至
仏

山
東
面
登
山
道
調
査
、
尾
瀬
ヶ

原
シ
カ
食
害
調
査
、
後
継
者

育
成
の
た
め
の
養
成
講
座
等

を
続
け
、
そ
れ
な
り
の
成
果

を
上
げ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の

活
動
の
な
か
で
、
例
え
ば
至

仏
山
調
査
は
６
年
目
の
平
成

14
年
春
に
参
議
院
環
境
委
員

会
で
取
り
上
げ
ら
れ
、
こ
の

結
果
、
環
境
省
も
同
年
夏
、

調
査
に
乗
り
出
し
た
。

-　1　-
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８
月
中
に
認
証
へ

                 

Ｎ
Ｗ
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化



<
な
ぜ
法
人
化
を希

望
す
る
か>

と
は
い
え
、
旧
組
織
は
任

意
団
体
で
あ
る
た
め
、
わ
れ

わ
れ
の
尾
瀬
の
自
然
保
護
を

巡
る
提
言
や
抗
議
の
効
力
に

は
限
界
が
あ
り
、
行
政
の
担

当
者
の
な
か
に
は
話
は
聞
く

が
前
向
き
に
行
動
を
す
る
こ

と
は
し
な
い
向
き
も
多
く
、

歯
が
ゆ
い
思
い
を
し
て
き
た
。

ま
た
、
行
政
の
調
査
活
動
等

へ
の
参
加
に
も
制
約
が
あ
る

の
が
現
実
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

調
査
活
動
を
除
く
自
然
解
説

等
の
活
動
費(

交
通
費
、
宿

泊
代)

は
各
自
の
負
担
で
、

こ
れ
に
対
す
る
補
助
の
問
題

解
決
も
急
務
と
な
っ
て
い
る
。

特
定
非
営
利
活
動
法
人
に

認
証
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

こ
れ
ら
の
問
題
が
す
べ
て
解

決
で
き
る
と
は
思
わ
な
い
が
、

新
し
い
世
紀
に
ヒ
ト
と
自
然

が
共
生
で
き
る
環
境
を
保
全

す
る
う
え
で
発
言
力
を
強
め
、

活
動
を
支
え
る
財
政
的
基
盤

を
確
立
す
る
た
め
に
は
、
特

定
非
営
利
活
動
法
人
の
認
証

を
取
得
す
る
こ
と
が
最
善
の

方
途
で
あ
る
と
考
え
る
。

平
成
15
年
４
月
12
日

設
立
代
表
者 

高
橋
喬

尾
瀬
高
等
学
校
は
平
成
８

年
、
武
尊(

ほ
た
か)

高
校

が
改
称
、
同
年
、
自
然
環
境

科
を
新
設
し
た
。
定
員
は
40

名
だ
が
、
自
然
環
境
棟(

校

舎)
や
自
然
植
物
園
を
設
け
、

そ
の
開
設
予
算
だ
け
で
普
通

高
校
１
校
分
の
建
設
費
に
匹

敵
す
る
と
さ
れ
る
。

同
科
の
特
色
を
上
げ
る
と

枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
学

校
の
環
境
そ
の
も
の
が
、
利

根
村
と
片
品
村
の
豊
か
な
自

然
に
囲
ま
れ
、
キ
ー
ワ
ー
ド

は
「
自
然
と
の
共
生
」
。
自

然
を
人
間
か
ら
隔
離
す
る
こ

と
は
難
し
い
か
ら
、
国
立
公

園
や
里
山
な
ど
の
自
然
が
豊

か
か
ど
う
か
正
し
く
判
断
で

き
る
バ
ラ
ン
ス
感
覚
の
あ
る

人
間
を
育
て
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
る
。

尾
瀬
を
な
ぜ
守
ら
ね
ば

な
ら
な
い
か
答
え
な
い

専
門
科
目
の
中
に
「
総
合

尾
瀬
」
が
あ
る
が
、
こ
れ
は

併
設
の
普
通
科
で
も
学
ん
で

い
る
。
自
然
だ
け
で
な
く
、

経
済
圏
と
し
て
の
尾
瀬
は
広

い
。
片
品
村
は
豊
か
な
自
然

を
観
光
資
源
と
し
て
成
り
立
っ

て
い
る
。
尾
瀬
と
の
か
か
わ

り
を
学
ぶ
こ
と
は
、
地
元
の

高
校
に
と
っ
て
重
要
な
学
習

テ
ー
マ
で
あ
る
。

た
だ
し
、
生
徒
の
「
尾
瀬

を
な
ぜ
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
か
」
と
い
う
質
問
に

は
、
ど
の
教
師
も
答
え
な
い

こ
と
に
し
て
い
る
。
生
徒
自

信
が
解
答
を
見
つ
け
る
ま
で

考
え
、
行
動
す
る
こ
と
で
、

理
論
と
し
て
で
は
な
く
、
経

験
と
し
て
自
然
の
尊
さ
や
自

然
保
護
の
必
要
性
を
学
ぶ
と

い
う
自
主
性
を
尊
重
す
る
建

前
だ
か
ら
だ
。

フ
ィ
ー
ル
ド
で
の
学
習
時

間
は
多
い
。
１
年
生
は
自
然

観
察
会
が
中
心
だ
が
、
至
仏

山
東
面
登
山
道
の
植
生
回
復

作
業
に
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
参
加
し
て
い
る
。
２
年

生
に
な
る
と
動
植
物
や
地
質

な
ど
の
総
合
調
査
が
主
で
、

沖
縄
修
学
旅
行
で
は
「
や
ん

ば
る
の
森
」
を
調
べ
た
。

３
年
生
に
な
る
と
、
１
年
生

の
自
然
観
察
会
を
指
導
し
た
り
、

横
浜
の
小
学
校
の
尾
瀬
ヶ
原
ガ

イ
ド
を
し
た
り
、
地
元
の
中
学

生
を
対
象
に
自
然
観
察
会
を
行
っ

た
り
し
て
い
る
。

テ
ス
ト
は
な
い

室
内
の
学
習
も
ユ
ニ
ー
ク

だ
。
す
べ
て
複
数
の
教
師
で

授
業
を
行
う
。
黒
板
は
使
わ

ず
、
生
徒
は
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー

ト
に
書
き
留
め
る
。
ペ
ー
パ
ー

テ
ス
ト
も
な
い
。

全
国
で
た
だ
１
つ
の
自
然

環
境
科
だ
け
に
、
全
国
か
ら

生
徒
が
集
ま
っ
て
く
る
。
こ

う
し
た
生
徒
を
受
け
入
れ
て

い
る
の
が
「
尾
瀬
ハ
ー
ト
フ

ル
ホ
ー
ム
・
シ
ス
テ
ム
」
。

地
元
の
家
庭
に
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
し
な
が
ら
通
学
す
る
仕
組

み
を
整
え
て
い
る
。

松
井
氏
は
群
馬
県
立
沼
田
高

校
か
ら
「
ど
う
し
て
も
入
学
し

た
か
っ
た
」
と
い
う
千
葉
大
学

園
芸
学
科
を
卒
業
。
尾
瀬
高
校

に
赴
任
し
て
８
年
に
な
る
。

松
井
氏
は
沼
田
高
校
で
長
蔵

小
屋
４
代
目
、
平
野
太
郎
氏
と

同
期
で
、
仲
が
良
か
っ
た
と
い

う
。
松
井
氏
は
「
彼
が
廃
材
や

空
き
缶
な
ど
の
不
法
投
棄
事
件

に
直
接
関
わ
っ
た
と
は
信
じ
て

い
な
い
。
そ
ん
な
こ
と
を
す
る

男
で
は
な
い
」
と
断
言
。
で
き

る
だ
け
早
い
機
会
に
再
会
し
、

長
蔵
小
屋
の
名
誉
回
復
に
向

け
て
じ
っ
く
り
語
り
合
い
た

い
と
言
っ
て
い
る
。

文
責
・
高
橋 

喬

-　2　-

２
０
０
３
年
度
総
会
特
別
講
演
要
旨

  

地
域
の
自
然
生
か
し
た
環
境
教
育

     

群
馬
県
立
尾
瀬
高
校
自
然
環
境
科
教
諭   

松
井
孝
夫
氏

尾
瀬
校 

松
井
孝
夫
先
生

(

撮
影
・
佐
藤 

信
良)



４
月
12
日
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク

シ
テ
ィ
に
て
２
０
０
３
年
度

の
尾
瀬
自
然
保
護
指
導
員
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
総
会
が
開
催
さ
れ

た
。
出
席
者
数
は
21
名
、
委

任
状
提
出
者
数
23
名
だ
っ
た
。

主
な
議
題
は
２
０
０
２
年

度
活
動
報
告
、
２
０
０
２
年

度
会
計
報
告
、
同
会
計
監
査

報
告
、
２
０
０
３
年
度
活
動

計
画
案
、
予
算
案
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
化
検
討
で
、
大
半
の
時

間
が
こ
れ
の
討
議
に
割
か
れ

た
。
２
０
０
２
年
度
活
動
報

告
は
お
お
む
ね
前
号
ま
で
に

各
担
当
幹
事
よ
り
報
告
が
あ
っ

た
通
り
で
あ
る
。

ま
た
、
前
号
に
掲
載
し
た

現
地
活
動
計
画
案
と
日
程
が

総
会
に
て
承
認
さ
れ
た
。
現

地
活
動
を
含
め
、
２
０
０
３

年
度
の
主
な
活
動
は
左
記
の

と
お
り
と
な
っ
た
。
な
お
、

活
動
途
中
で
法
人
化
の
予
定

だ
が
、
活
動
は
そ
の
ま
ま
引

き
継
が
れ
る
。

・
福
島
県
側
入
山
指
導

・
群
馬
県
側
入
山
指
導

・
至
仏
山
調
査

・
指
導
員
養
成
講
座

・
尾
瀬
ヶ
原
シ
カ
調
査

・
全
修
協
ガ
イ
ド

・
尾
瀬
ネ
ッ
ト
通
信
発
行

・
メ
イ
リ
ン
グ
リ
ス
ト
及
び

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
運
営

福
島
県
側
現
地
活
動

本
年
度
の
福
島
県
側
の
現

地
活
動
は
左
記
の
日
程
で
開

催
い
た
し
ま
す
。

第
１
回 

５
月
23

？
日
　
〜
25

？
日
　

第
２
回 

６
月
13

？
日
　
〜
15

？
日
　

第
３
回 

７
月
19

？
日
　
〜
21

？
日
　

第
４
回 

？

８
月
８
日
　
〜
10

？
日
　

第
５
回 

９
月
19

？
日
　
〜
21

？
日
　

第
６
回 

10
月
11

？
日
　
〜
13

？
日
　

参
加
希
望
者
は
参
加
可
能

な
回
を
担
当
幹
事
磯
部
ま
た

は
佐
藤
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

参
加
申
し
込
み
連
絡
先

〒962-0402

須
賀
川
市
仁
井
田

大
字
大
谷
地371

磯
部 

義
孝

？　
　0248-76-4319

FA
X

　0248-72-5865

〒985-0852

多
賀
城
市
山
王
字
山
王
四
区

189-4

佐
藤
　
信
良

？　
・FAX

　022-309-6725

宿
泊
先
は
桧
枝
岐
村
「
ひ
の

き
屋(

電
話0241-75-2115)

」

で
す
。
各
回
初
日
の
夕
方
18

時
ま
で
に
宿
泊
先
に
到
着
す

る
よ
う
に
ご
参
集
く
だ
さ
い
。

食
事
に
つ
い
て
は
、
特
に

指
定
が
な
い
限
り
初
日
の
夕

食
よ
り
最
終
日
の
朝
食
ま
で

準
備
す
る
手
配
を
取
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
が
、
変
更
希

望
の
方
は
申
込
時
に
併
せ
て

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

例
年
同
様
、
各
回
の
参
加

者
の
中
か
ら
班
長
の
依
頼
を

お
願
い
す
る
こ
と
に
な
る
と

思
い
ま
す
。
班
長
は
、
活
動

の
取
り
ま
と
め
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

本
年
度
も
昨
年
度
同
様
、

左
記
の
活
動
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

・
会
津
バ
ス
添
乗
解
説

・
ア
イ
ド
リ
ン
グ
・
ス
ト
ッ

プ
運
動

・
御
池
に
案
内
所
設
置
し
、

尾
瀬
に
つ
い
て
の
情
報
提
供

(

磯
部
　
義
孝

佐
藤
　
信
良)

群
馬
県
側
現
地
活
動

本
年
度
の
群
馬
県
側
の
現

地
活
動
は
左
記
の
日
程
で
開

催
い
た
し
ま
す
。？

？

第
１
回
６
月
６
日
　
〜
８
日
　

？

？

第
２
回
７
月
４
日
　
〜
６
日
　

？

？

第
３
回
９
月
５
日
　
〜
７
日
　

参
加
者
は
参
加
可
能
な
回

を
担
当
幹
事
山
本
ま
で
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

宿
泊
先
は
戸
倉
「
ア
ッ
プ
ル

(

電
話0278-58-7052)

」

で
す
。参

加
申
し
込
み
連
絡
先

〒379-0129

安
中
市
下
磯
部272-4山

本 

誠
剛

？　
・FAX 027-385-5458

(

山
本
　
誠
剛)

尾
瀬
ヶ
原
シ
カ
調
査

本
年
度
も
昨
年
同
様
２
回

実
施
し
ま
す
。
調
査
は
初
日

の
夜
半
行
い
ま
す
。？

？

第
１
回
７
月
５
日
　
、
６
日
　

？

？

第
２
回
９
月
６
日
　
、
７
日
　

宿
泊
場
所
は
山
ノ
鼻
地
区

の
尾
瀬
ロ
ッ
ジ
で
す
。

参
加
希
望
者
は
担
当
幹
事

坂
本
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。参

加
申
し
込
み
連
絡
先

〒262-0005

千
葉
市
花
見
川
区

こ
て
は
し
台6-44-2

坂
本 

敏
子

？　
・FA

X 043-250-4882
(

坂
本
　
敏
子)

第
７
回
至
仏
山
調
査

本
年
度
は
７
月
11

？
日
　
夕

方
戸
倉
「
一
仙
」
に
集
合
し
、

12

？
日
　
の
早
朝
よ
り
山
の
鼻

か
ら
至
仏
山
に
入
る
コ
ー
ス

で
調
査
を
行
う
予
定
で
お
り

ま
す
。
募
集
要
項
を
ご
参
照

の
上
、
参
加
希
望
者
は
担
当

幹
事
永
島
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
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２
０
０
３
年
度
活
動
計
画



〒367-0212
埼
玉
県
児
玉
郡
児
玉
町

大
字
児
玉1324-8

永
島 

勲

？　
・FAX 0495-73-1032

(

永
島
　
勲)

第
４
回
指
導
員

養
成
講
座
開
催

本
年
度
の
指
導
員
養
成
講

座
は
８
月
28

？
日
　
〜
31

？
日
　

の
日
程
で
実
施
い
た
し
ま
す
。

募
集
人
員
は
10
名
、
受
講
料

は
３
万
６
０
０
０
円
で
す
。

お
知
り
合
い
の
方
で
尾
瀬
ネ
ッ

ト
の
活
動
に
興
味
の
あ
る
方

に
募
集
要
項
を
お
渡
し
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
申
込

先
は
事
務
局
と
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

(

永
島
　
勲)

都
岳
連
に
本
戸
氏

Ｎ
Ｗ
か
ら
講
師
に
派
遣

東
京
都
山
岳
連
盟
は
７
月
12

〜
13
日
の
日
程
で
、
新
人
ガ

イ
ド
の
研
修
会
を
尾
瀬
エ
リ

ア
で
実
施
す
る
た
め
、
Ｎ
Ｗ

に
初
め
て
講
師
の
派
遣
を
要

請
し
て
き
た
。
本
戸
信
男
指

導
員
を
派
遣
す
る
。

定
員
20
名
で
コ
ー
ス
は
鳩
待

峠
〜
ア
ヤ
メ
平
〜
富
士
見
小

屋(

泊)

〜
尾
瀬
ヶ
原
〜
山
の

鼻
〜
鳩
待
峠
の
１
泊
２
日
。

全
修
協
に
は
椎
名
、

田
中
、
棚
橋
の
３
氏

一
昨
年
か
ら
再
会
さ
れ
た

全
国
修
学
旅
行
研
究
協
会
大

阪
事
務
局
主
催
の
「
グ
リ
ー

ン
季
教
職
員
研
修
旅
行
団
」

が
、
15
年
度
も
５
月
28
〜
30

日
の
２
泊
３
日
で
実
施
さ
れ

る
。
Ｎ
Ｗ
へ
の
講
師
依
頼
が

あ
り
、
椎
名
宏
子
、
田
中
志

朗
、
棚
橋
収
の
３
氏
が
同
行

解
説
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

参
加
者
は
京
都
府
、
滋
賀

県
、
奈
良
県
、
和
歌
山
県
の

現
・
退
職
教
職
員
と
家
族
な

ど
40
名
。
コ
ー
ス
は
ロ
ッ
ジ

長
蔵(

夜
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン)

〜
鳩
待
峠
〜
尾
瀬
ヶ
原

三
又
〜
竜
宮
〜
見
晴
〜
東
電

小
屋(

泊)

〜
ヨ
ッ
ピ
橋
〜
山

の
鼻
〜
鳩
待
峠
。

Ｎ
Ｗ
か
ら
は
第
２
日
目
に

オ
プ
シ
ョ
ン
で
温
泉
小
屋
〜

三
條
の
滝
〜
東
電
小
屋
を
提

案
し
て
い
る
。

(

高
橋 

喬)

尾
瀬
ネ
ッ
ト

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設

長
年
切
望
さ
れ
て
き
た
尾

瀬
ネ
ッ
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

が
開
設
い
た
し
ま
し
た
。
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
のU
RL

は
左
記

の
通
り
で
す
。

http://hom
epage.

m
ac.com

/ozenet/

尾
瀬
の
植
物
の
緑
、
豊
富

な
水
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
デ
ザ

イ
ン
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

Ｎ
Ｗ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

開
し
て
い
く
情
報
は
尾
瀬
を

訪
れ
る
か
た
が
た
の
た
め
の

資
料
提
供
と
い
う
よ
り
、
今

尾
瀬
で
起
き
て
い
る
問
題
、

動
向
、
破
壊
の
現
状
の
資
料

お
よ
び
、
そ
の
こ
と
に
対
し

て
Ｎ
Ｗ
が
ど
の
よ
う
な
対
応

を
し
た
か
を
中
心
に
情
報
発

信
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

理
想
と
し
て
い
る
コ
ン
テ

ン
ツ
に
い
た
る
ま
で
に
は
、

多
少
時
間
が
か
か
る
と
は
思

い
ま
す
。
が
、
内
容
を
充
実

さ
せ
る
た
め
に
も
皆
様
の
周

り
で
入
手
さ
れ
た
尾
瀬
の
情

報
を
事
務
局
ま
た
は
担
当
幹

事
の
若
松
ま
で
お
寄
せ
下
さ

い
。

(

若
松
　
真)

会
費
納
入
の
お
願
い 

総
会
に
参
加
さ
れ
た
方
は
、

後
日
の
会
費
の
納
入
の
手
間

を
省
く
た
め
に
、
総
会
会
場

に
て
会
費
お
よ
び
希
望
者
に

は
ス
ポ
ー
ツ
保
険
の
加
入
料

納
入
手
続
き
を
取
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

総
会
に
参
加
で
き
な
か
っ

た
方
々
に
は
会
費
納
入
用
の

振
込
用
紙
を
同
封
し
ま
し
た
。

未
納
入
の
方
は
、
五
月
末
ま

で
に
納
入
し
て
下
さ
い
。

振
込
用
紙
に
は
氏
名
、
現

住
所
、
電
話
番
号
を
ご
記
入

く
だ
さ
い
。
ま
た
ス
ポ
ー
ツ

保
険
へ
加
入
さ
れ
る
方
は
年

齢
を
お
書
き
添
え
く
だ
さ
い
。

年
会
費
は3,000

円
、
ス

ポ
ー
ツ
保
険
料
は1,500

円
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
保
険
は

任
意
加
入
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ

保
険
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て

事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。(

大
橋
　
文
江)

尾
瀬
自
然
保
護
指
導
員
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
と
は
、
既
に
解
散
し
た
尾
瀬
の

自
然
を
守
る
会
の
自
然
保
護
指
導

員
の
有
志
が
一
九
九
七
年
三
月
に

設
立
し
、
「
尾
瀬
の
自
然
保
護
活

動
を
実
践
」
し
て
い
る
民
間
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。
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尾
瀬
自
然
保
護
指
導
員

　
　
　
　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

〒100-0014

東
京
都
千
代
田
区
永
田
町

二
の
一
七
の
五
の
二
〇
三 

　
　
　
　
　(
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長
　
椎
名
　
宏
子

編
集
幹
事
　
若
松
　
真


